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気候変動の適応策に必要なのは－グー一含
東日本大震災から丸3年が過ぎ、それ以前と変わらぬ生活を取り戻し、物事の考え方も捉え方

も何ひとつ変えていない人も世の中にいるだろう。もちろんそれ以前からすべての命に対して愛

と優しさ溢れているなら変わる必要はないのだが。一度は減った電気使用量が増えてしまってい

る事、選挙結果や報道各種の報道や調査を見ている限り、自分自身以外に過度な負担をかける生

活を続けている人が震災直後に比べて明らかに増えてしまっている。

温暖化防止に関わる立場として、温室効果ガスを減らさなければ人類の将来は暗いものとわか

っているのに、世の中の節電すら進める事が出来ずにいる。温室効果ガスと同等にやっかいな原

発の再稼動がまるで規定路線なのに止められず、大雨や大雪が降っても10年に一度と騒ぐだけ

でまるで他人事な人々に気候変動という背景を伝えられず、虚しさだけがこみ上げる。

折りしも3月末には県都横浜でIPCC(気候変動に関する政府間パネル）第5次評価報告書

第2作業部会会合及び第38回総会が開催されたが、人々の関心は、2月に開催された冬季オリ

ンピックの足元にも及ばない。スキー場に通う人間ならこの30年間の雪の降り方の微妙な違い

を肌で感じて、温暖化の脅威を頭だけでなくわかっているはずだが、スポーツの快感で忘れてし

まうのだろうか。

高校生の頃からもう20年以上、同じよう

な上述の言葉を繰り返してしまっている。

状況は全体では悪くなってしまい、温暖化・

気候変動は既に起きていて、止めながらも適

応していく方向に、政府も昨年度から母校法

政大学を拠点にして見知った人や後輩が適応

策について研究を進めている。今後、彼らの

示す道が身近なところで対策として目に付く

はずだが、まずは私たちが気候変動に対して

身構えておかなければ、あの地震や津波と同

じような被害を被ってしまう事を胸に刻み、

明日を迎えよう。l己津′廷。、ノ◎ 引地川沿いの満開の桜矢板氏提供

(パシフィックエコサービス青木正美）

< 癖Eエコ哀リハニコミス調g皇〉－7－








